
①氏名 ②(勤務先) ③E-mail または TEL ④(FAX) ⑤職種 （建設コンサルタント，建設会社，そ

の他民間企業，行政，財団/社団， NPO等川や水の活動，学生，その他） ⑥二種正会員(個人

会員)/一般の別 を明記の上、E-mail・FAX・郵送のいずれかでお申し込みください。

※ ②と④の記載は任意です。

【申込先】 日本河川協会「河川文化を語る会」事務局

※ 問合せ先をご参照ください

★右のQRコードを読み取って、受付フォームからもお申し込みいただけます。

※ 定員（100名）になりしだい締め切らせていただきます。

第207回 河川文化を語る会
会報『河川文化』100号を迎えて

〜⼈と川の新時代を迎えて〜
も り た まさる

講師 守 田 優 氏

日本河川協会の会報『河川文化』は、25年前、平成9年5月に創刊されました。お陰様で昨
年100号を迎えることができました。
『河川文化』では、宗教、祭り、イベント、舟運、漁労、水防、レジャー、市民活動、船、文学、
音楽、川と食文化など、河川文化をめぐるさまざまなトピックを取り上げてきました。河川文化
は、河川と人々の生活のかかわりのなかで形成されるものであり、その担い手は、生活する
住民、市民です。人々の生活と河川のかかわりを歴史的に振り返り、そして現在も日々生ま
れている河川文化の活動を紹介することが会報『河川文化』の役割です。
本講演では、創刊時からかかわった編集委員長として、会報『河川文化』の歴史、河川文
化とはなにか、そして会報の今後の展望について語ります。

日 時

会 場

２０２３年３月１４日（火）
14:00～16:00 

※会場受付開始１３時３０分

砂防会館別館 ３F 「穂高」

定員１００名

参加
無料

申込受付フォーム

講演要旨

当講演会は、公益財団法人河川財団による
河川基金の助成を受けています

申込方法

【講師プロフィール】

芝浦工業大学名誉教授。
1953年熊本市に生まれる。
東京大学工学部土木工学科卒業、
同大学院修士課程修了。
創刊号より『河川文化』の編集にかかわる。
芝浦工業大学教授として専攻分野は、地下
水水文学と都市水文学。
工学博士。
主著『地下水は語る』（岩波新書･2012年）

芝浦工業大学 名誉教授



当講演会は、公益財団法人河川財団による
河川基金の助成を受けています

メール

お申し込み方法 等

受付フォーム

ＦＡＸ

【参加の皆さまへ】

お申込み後の参加票の送付等はありません。直接会場へお越しください。
・天候や新型コロナウイルス感染拡大の状況により、やむを得ず中止する場合は、
当協会のホームページでお知らせいたしますのでご確認ください。

・発熱のある方や軽度であっても咳、咽頭痛などの症状がある方はご参加をお控えください。
・会場では必ずマスクの着用をお願いいたします。また、手洗い・手指消毒の徹底など、

感染拡大防止にご協力ください。
・ご連絡いただきました個人情報は、厳重に管理した上で、当協会からのご案内に

利用させていただくことがあります。

会場アクセス

お問い合わせ先

公益社団法人日本河川協会 （担当：小島）

東京都千代田区麹町2-6-5 麹町E.C.Kビル3F

TEL：03-3238-9771 FAX ： 03-3288-2426
E-mail ： kataru@japanriver.or.jp

 

お願いとお知らせ

kataru@japanriver.or.jp 下記の必要事項を記載して送信してください

０３－３２８８－２４２６ 下記にご記入の上、そのまま送信してください

おもて面のＱＲコードを読み取って、受付フォームからお申し込みください

ふりがな

氏 名
（日本河川協会の）二種正会員 ・ 一般

連絡先
E-mail または TEL

所 属
(記入は任意）

職 種
いずれかに○

a.建設コンサルタント b.建設会社 c.その他民間企業 d.行政
e.財団/社団 f.NPO等川や水の活動 g.学生 h.その他（ ）

砂防会館別館 3F 「穂高」

東京都千代田区平河町2-7-4

 （TEL：03-3261-8390 ）
最寄駅東京メトロ永田町駅

（有楽町線・半蔵門線・南北線）

4番出口から徒歩1分

CPD認定 1.9単位 当講演会は土木学会継続教育（CPD） プログラムに認定されています。

・CPD受講証明書を希望される方には、講演会終了後、会場受付にて証明書を発行いたします。

なお、土木学会以外の団体に提出する場合の方法等は、提出先団体に事前にご確認ください。

※他団体が運営する CPD 制度に関する内容については回答いたしかねます。予めご了承ください。


